
開催日:令和２年　６月２５日(木）

通告
順

質　問　者 件名 要    　　　　　　　  旨

① 町長
町民の幸福度満点の町づくり
を

浦臼町民の幸福度の向上を図るため、今までにないような手法で町づくりをし
ていただきたい。

② 町長
温かな住民生活の推進の中に
は砂川市直通交通はあるか

執行方針では生活の足を確保することを重要視しているが、砂川市方面への
交通の確保の考えはあるのか伺う。

① 教育長 コロナ禍による新たな対策 小中学校の未習授業の対応は。

② 町長 全町光回線の実施の考えは
若手農業者のＩＴ化へ向け、光回線の完全実施が必要と考えるが町長の考え
は。

③ 町長 町内買物バスの実施を望む 免許返納者の急増対策として、市街地へ向けたバスの運行を望む。
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４　　番

 東藤晃義議員
① 教育長

今後、授業をどのように進めて
いくのか

児童生徒の勉強の遅れや修学旅行についてどのように取り組むか。

① 町長
大容量高速通信施設の拡充
について

コロナ禍による生活環境の変化にも対応できるよう整備していかなければなら
ないのでは。

② 町長
中長期的な総合振興計画に
ついて

各施策を具現化するためにも、町の方向性、基本構想を町民に示し、町政運
営の指針としては。

①　職員の向上心を上げ、幅広い発想力・広い人脈をつくることが町に役に立
つものと考える。

②　農業の農地保全と振興策について。

③　グランドデザイン整備事業の考察。

④　行政区再編について。

① 教育長 新たな学校給食移管について
砂川市に委託が決定し、夏休み期間に提供準備を進めることになっていた
が、スムーズな提供開始になるのか。

② 町長
防災計画の見直しとＢＣＰ対策
について

町防災計画と防災計画の補完機能としてのBCP対策の見直しを。

③ 教育長
学校における新型コロナウイ
ルス対策について

学習の遅れを取り戻す対策は。学校再開による感染予防対策は。

①　住民との合意形成の手法について

②　「支えあい」の観点から、市町村運営の有償運送の検討を。

③　ＳＮＳを活用して、情報発信だけでなく、住民との交流や災害時の正確な
情報発信と収集に役立てて。

①　自粛期間中の学習課題の提供や子供たちの見守りは？
　　オンライン学習によってどう変わるのか。

②　ＩＣＴ教育の指導体制の充実に必要な「ＩＣＴ支援員」の確保は。

③　急激な生活環境の変化に戸惑う児童生徒に対する心のケア、個別対応は
どうするか。

裏ページにつづきます

① 教育長
コロナ禍における通信環境の
強化と子供たちの心のケアは
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 野崎敬恭議員
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 折坂美鈴議員
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 中川清美議員
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髙田英利議員

① 町長
「集い、語らい、支えあい」の
実践を期待する

① 町長
町政執行方針からまちづくり
へ向けて
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静川広巳議員
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 柴田典男議員
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① 町長
酪農業者への支援はどうなっ
ているのか

酪農業者への支援はどうなっているのか。

② 町長
支援金とすれば、交付要綱等
の整理が必要では

他業種・長期の対策をするときは、明確な基準を示さなければならないので
は。

③ 町長
定額給付金はR2.4.27が基準
日であり、以後出生者に町独
自の給付を

令和３年３月３１日まで手当てすべきと考えるが。

④ 町長
鶴沼公園に危険倒木があるた
め周回できない。いつまで放
置するのか。

鶴沼公園周回歩道が倒木の危険により一部通行止めになっており、早々の開
通を望む。

⑤ 町長
指定管理期間後の診療所医
師の確保は

指定管理期間後の診療所医師の確保をどうするのか。

⑥ 町長
ＪＲ廃線跡地活用・検討会議を
どうすすめるのか

ＪＲ廃線跡地活用・検討会議をどう進めるのか。

⑦ 教育長
教職員の勤務時間外在校時
間の上限を何時間とするのか

教職員の勤務時間外在校時間の上限を何時間とするのか。

⑧ 教育長
浦臼子ども広場の試行的受入
れはどんな希望のもとか、何
人、何日なのか

浦臼子ども広場の小学校入学前の試行的受入れはどんな希望のもとか、何
人、何日なのか。

答　弁　者
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 牧島良和議員


